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JMP 16.2 リリースノート
JMP 16.2はメンテナンスリリースであり、機能の拡張やバグの修正が行われています。特定の操作により再現可能な
JMPの異常終了や、数値結果に関する問題が修正されています。すべてのお客様に、このメンテナンスリリースを適用
する ことをおすすめします。

新機能
• JSLスクリプトで、Verify SSL(Boolean) メッセージにより、SSLバックエンドで証明書失効のチェックをしな
いよう指定できるようになりました。このオプションはSchannel（ネイティブのWindows SSLライブラリ）の
みでサポートされていますが、WindowsのUntrusted Publishersのブロックリストの場合は除きます。（少なく
とも7.44.0ではバイパスできないようになっています。）

• JMPはSASのストリートマップサーバーおよびMapboxのオプションをサポートしました。

• 以下の教育用スクリプトが［ヘルプ］>［サンプルデータ］のウィンドウから開けるようになりました。
– Confidence Interval for Two Means

– Confidence Interval for Two Proportions

– Confidence Interval for Two Variances

– Hypothesis Test for Two Variances

 一般的な機能の修正点

アプリケーションビルダー
• 「一変量の分布」プラットフォームとローカルデータフィルタを含むアプリケーションで、データフィルタで選択さ
れていない水準の棒がヒストグラムで表示されてしまう場合があるという問題が修正されました。

• サブセットのデータテーブルを使用したレポートを含むアプリケーションを閉じる際に、JMPが異常終了する場合
があるという問題が修正されました。

データベース
• バージョン8.00.26.00のMySQL ODBCドライバを使用してデータベーステーブルを開こうとすると、エラーが
発生するという問題が修正されました。

• ［ファイル］>［データベース］>［テーブルを開く］からSQL Serverのテーブルを読み込む際に、エラーが発生す
る場合があるという問題が修正されました。

ダッシュボード
• ダッシュボードの編集中に右クリックのメニューから［選択フィルタの削除］を選ぶと、JMPがフリーズまたは異
常終了する場合があるという問題が修正されました。

データフィルタ
• データフィルタのスクリプトで、Unstructured Text()に誤った列名を記述すると JMPが異常終了するという問題
が修正されました。

• ［ANDグループ変数］オプションがオンになっている場合に、フィルタリングの動作が正しくなくなる場合がある
という問題が修正されました。
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データテーブル
• データテーブルの中のWebリンクをクリックしたときに JMPが異常終了してしまう場合があるという問題が修正
されました。

• 数値タイプの列に桁区切りのカンマが使用されている場合、検索したい値を桁区切りのカンマなしで入力しても検
索ができるようになりました。ただし、ひとつのセルの全体の値が入力した値と一致する場合に限られます。

• 列が圧縮されている場合、数値タイプの列を文字列に変更したときに欠測値がピリオドのままになってしまうとい
う問題が修正されました。

• テーブルスクリプトをグループ化し、新しいテーブルスクリプトを追加した後グループ化したスクリプトを削除す
るといった操作により、JMPが異常終了する場合があるという問題が修正されました。

• ある列のセルの値をクリックし、列を非表示にした後に行のサイズを変更すると、JMPが異常終了する場合がある
という問題が修正されました。

計算式エディタ
• 変換列の計算式を変更し、キャンセルをクリックすると JMPが異常終了する場合があるという問題が修正されました。

読み込みと書き出し
• HTTP RequestでNew OAuth2()を使用する場合、JMP内ではなく JMPの外にブラウザを起動し、サインイン
に成功した後URLまたはコードをコピーするようになりました。この変更は、2021年9月30日をもって有効と
なったGoogleの新しいポリシー（WebView2を含む埋め込みブラウザコントロールを使用したGoogle OAuth
認証が許可されない）のためのものです。

• Microsoft Excelのスプレッドシートのデータで、小数点としてカンマが使用されている場合、Windowsの地域
の設定で小数点がカンマになっていても正しく読み込めない問題が修正されました。

• レポートをMicrosoft Word形式で書き出す際、書き出しが終了する前にレポートウィンドウを閉じると JMPが異
常終了する問題が修正されました。

• グラフビルダーでページ変数を指定したグラフを HTML ファイルとして保存すると、グラフが重なってしまうと
いう問題が修正されました。

• 多数のグラフを含むウィンドウをPNGまたはPDF形式で書き出すと、いくつかのグラフがブランクになってしま
う場合があるという問題が修正されました。

• 「SASデータを参照」のウィンドウで、「_JMP*」のデータを 3回クリックすると JMPが異常終了する問題が修正
されました。

• ［データを SASに書き出し］で、列を選択して SASに書き出そうとすると JMPが異常終了する問題が修正されま
した。

JMP Live

• 発行時にデータテーブル、サムネールイメージなどのオブジェクトの保存に失敗した場合、エラーメッセージが表
示されるようになりました。

メニューエディタ
• Windows上のメニューエディタで任意のツールバーを選択して［変更］ボタンを押し、カスタマイズセットを変
更後［OK］を押すと、ツールバーの項目が表示されなくなってしまうという問題が修正されました。

環境設定
• 環境設定のウィンドウで、検索フィルタのフィールドに「クラッシュ」と入力した後［すべてをリセット］ボタン
をクリックすると、JMPが異常終了する問題が修正されました。
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プロジェクト
• コンテンツのペインからデータテーブルを開いた場合、［ファイル］>［書き出し］からExcelファイルとして保存
できないという問題が修正されました。

• プロジェクトを閉じるときに、JMPが異常終了する場合があるという問題が修正されました。

• macOS 上でコンテンツのペインにあるデータテーブルを開き、［ファイル］>［書き出し］から任意の形式のファ
イルを保存しようとすると JMPが異常終了する問題が修正されました。

• macOS 上でプロジェクト内のレポートのタブを閉じようとしたときに、レポートファイルとして保存するかどう
かを尋ねるウィンドウが表示されるという問題が修正されました。

• プロジェクト内の等高線図のレポートで、グレーの三角ボタンから［編集］>［イメージとしてコピー］を選択す
ると、凡例の位置が変わってしまうという問題が修正されました。

クエリービルダー
• クエリービルダーでデータベーステーブルを開く際に、スキーマを選択しないと JMPが異常終了する場合があると
いう問題が修正されました。

• クエリービルダーでカスタム SQLを含むクエリーを実行すると、JMPが異常終了する場合があるという問題が修
正されました。

再コード化
• 実験計画の機能で作成したデータテーブルの列を再コード化する際、［計算式列の新規作成］を選択した後、数値か
ら文字タイプに変更すると JMPが異常終了するという問題が修正されました。

• ［文字値を数値コードに］オプションを選択し、［グループの表示］のチェックを外すと、その後［やり直し］を選
択しても［グループの表示］のチェックが戻らないという問題が修正されました。

SASインテグレーション
• Windowsの地域の設定で特定の地域が指定されている場合、「データを参照」ウィンドウでデータのプレビューが
正しく表示できないという問題が修正されました。

表の作成
• 「表の作成」のレポートを空のダッシュボードにドラッグすると、JMP がフリーズする場合があるという問題が修
正されました。

Windowsインストーラー
• Windows用のインストーラーが1つのファイルで提供されるようになりました。

グラフ

グラフビルダー
• Yに複数の列を指定して作成した円グラフで、行が選択されたときの強調表示が正しくないという問題が修正され
ました。

• 六角形のヒートマップで、XまたはYの列にすべて欠測値の水準があっても、それが表示されてしまうという問題
が修正されました。
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• 等高線のグラフで凡例のメニューオプションから［塗りつぶしの色］を選択した場合、分析のやり直しをすると［密
度のグラデーション］や［グラデーションの透明度］の設定が保持されないという問題が修正されました。

• 等高線のグラフで、等高線の種類をバッグプロットに変更すると、JMPが異常終了する場合があるという問題が修
正されました。

• 緯度と経度の列が地図の表示形式になっていないデータで、Street Map Serviceの背景地図を適用すると JMPが
異常終了する場合があるという問題が修正されました。

• 多数の列が入れ子になった軸を右クリックすると、JMPが異常終了する場合があるという問題が修正されました。

• 定規ツールを使用すると JMPが異常終了する場合があるという問題が修正されました。

三次元散布図
• 行の選択を解除すると、点の色が正しく表示されなくなる場合があるという問題が修正されました。

散布図行列
• 欠測値があるデータの確率楕円が、JMPの他のプラットフォーム（多変量の相関のペアワイズ法、グラフビルダー、
二変量）で作成したものと一致しない場合があるという問題が修正されました。

統計機能
• 分析対象となっている元のデータテーブルにて除外行がある時に、［データテーブルに出力］や［連結したデータ
テーブルの作成］を用いて、レポートの表からデータテーブルを作成した場合、それらの除外行が除外されずに計
算が行われるという問題が修正されました。

管理図ビルダー
• 「まれなイベント」の管理図などを描いた後、［元に戻す］ボタンをクリックし、［計量値のShewhart管理図］に切
り替えて、三元管理図を描こうとしても、三元管理図が描かれない問題が修正されました。

管理図
• 「EWMA管理図」で、By変数が使われており、かつ、複数のY変数が分析されている場合において、それらY変
数のうちのいずれかのデータ値が、いずれかの1つのByグループですべて欠測値になっていると、JMPが異常終
了する問題が修正されました。

実験計画
• 「測定システム分析計画」において、誤差分散をゼロに設定できてしまい、かつ、誤差分散をゼロにすると、JMP
が異常終了する問題が修正されました。「反復の回数」をゼロにした場合において、誤差項が非表示になり、診断統
計量が適切に計算されるようになりました。

• 「標本サイズエクスプローラ」において多くの修正と改良が行われました。エッジケース（答えがでない設定にかな
り近いもの）の扱いが改善されました。エラーメッセージが改善されました。また、ツールチップも改良されました。

• カスタム計画などで分割計画や乱塊計画（ランダムブロックをもつ計画）を作成し、計画のデータテーブルを保存
した時に一緒に保存される「計画の評価」スクリプトにおいて、一次単位やランダムブロックが正しく扱われるよ
うになりました。

欠測値を調べる
• 「欠測値を調べる」プラットフォームにおいて、［欠測値のスナップショット］および［欠測値のクラスター分析］
の結果が、カテゴリカル変数がある場合におかしな結果となるという問題が修正されました。
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PLS回帰
• 検証列に欠測値がある場合に、［距離プロット］や［診断プロット］を選択すると、JMP が異常終了するという問
題が修正されました。

工程能力
• 枝分かれでサブグループを設定した列を、さらに枝分かれさせようとすると（つまり、2 段階で枝分かれさせよう
とすると）、JMPが異常終了する問題が修正されました。

変動性図
• 複数の変数が分析対象である場合で、かつ、Ctrl キーを押しながら［ゲージ R&R］コマンドをクリックして、そ
れら複数の変数をまとめて分析した場合、間違った仕様限界が2つ目以降の変数で使われる問題が修正されました。

スクリプト
• Calendar Boxの時刻のフィールドで分の部分を選択しても、上下の矢印ボタンで分の値を変更できない問題が修
正されました。

• データフィルタのスクリプトでConditional（条件付き）とGroup by AND（ANDグループ変数）が指定されて
いる場合、Group by ANDは指定できないことを示す警告が表示されるようになりました。

• ネットワークドライブ上の場所を指定したときに、Rename Directory()が正しく動作しない問題が修正されました。

• JMPの表示言語が英語になっている場合、システムロケールが別の言語でも日付の区切り文字として "/"が認識さ
れるようになりました。

• 表を右クリックして［列の値で並べ替え］を選択し、並べ替えを行うと、Col Box()の内容がそれに合わせて正し
く並べ替えられないという問題が修正されました。

• Shift()を使用した計算式を含むスクリプトを実行したときに、JMPが異常終了する場合があるという問題が修正
されました。

• 環境設定の［英語でスクリプトを保存］が有効でも、アプリケーションビルダーなどで保存したスクリプトでは、
ディスプレイボックスのメッセージ等のキーワードが JMPの表示言語のままになってしまうという問題が修正さ
れました。

• Remove Ref Lineメッセージが正しく動作しない問題が修正されました。

• Python.orgのPythonに接続する際、Path()が指定されていてPython Sys Path()が指定されていない、また
は誤ったPython Sys Path()が指定されている場合に JMPが異常終了するという問題が修正されました。

• Windows上でPython 3.6.Xまたは3.7.Xに接続する際、 “Pythonモジュール 'scipy'を読み込めません。” とい
うエラーが表示される問題が修正されました。

• 一部の行を非表示かつ除外にして「二変量」のグラフを作成し、その後行の属性をクリアして再度「二変量」のグ
ラフを作成するスクリプトで、2つ目のグラフでも一部のデータが表示されないという問題が修正されました。
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JMP 16.1 リリースノート
JMP 16.1はメンテナンスリリースであり、機能の拡張やバグの修正が行われています。特定の操作により再現可能な
クラッシュや、数値結果に関する問題が修正されています。すべてのお客様に、このメンテナンスリリースを適用する
ことをおすすめします。

新機能

ブートストラップ森
• 「ブートストラップ森」プラットフォームのいくつかの調整パラメータにおいて、デフォルト値が変更されました。

管理図ビルダー
• Xbar管理図の起動ウィンドウに、一定のサブグループサイズ、およびばらつきの管理図の種類を選択するオプショ
ンが追加されました。

• スクリプトで「Sample Label 」が「Subgroup」の別名として使用できるようになりました。

• IMR管理図の起動ウィンドウに、［標本ラベル］および［標本ラベルで並べ替え］のオプションが追加されました。

データベース接続
• 環境設定に、ODBC接続で読み込まれたデータテーブルに「DBに保存」テーブルスクリプトが含まれないように
するための［ODBCでテーブルの置換を許可する］という項目が追加されました。これにより、誤ってデータベー
スのテーブルを更新してしまうことを防げます。

• SQL Native 11やODBC for SQL Server 17のODBCドライバは列の長さを戻しません。このような場合、列の
長さが4MBに設定されるようになりました。

関数データエクスプローラ
• 「関数主成分プロファイル」に［リセット］ボタンが追加されました。このボタンをクリックすると、初期状態に戻
り、すべての関数主成分がゼロに設定されます。

• データ処理のオプションとして、［X変数の対数］および［Xの範囲を揃える］が追加されました。

JMP Live

• KeycloakでSSL証明書を更新するためのコマンドラインインターフェースが追加されました。

• JMP Liveの投稿を JMPプロジェクトとしてダウンロードできるようになりました。

• 管理者用の設定画面が、新たなルック＆フィールになりました。

• JMP Liveをフルインストールし直さなくても、新しいバージョンにアップデートできるようになりました。

• 自分が発行した JMP Liveの投稿に誰がアクセスしたかを確認できるようになりました。管理者は JMP Liveの投
稿へのアクセス一覧を表示、検索することもできます。

• 投稿で参照されなくなったデータテーブルを削除できるようになりました。

• GET HTTP Request()を使用して、JMP Live接続オブジェクトからHTTP Requestインスタンスを取得できる
ようになりました。
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モデルのスクリーニング
• 「モデルのスクリーニング」プラットフォームにおいて、連続尺度の応答変数に対してモデルをあてはめた場合に、
予測プロファイルが使えるようになりました。

• 「モデルのスクリーニング」のスクリプトにおいて、Select Fit()というメッセージが追加されました。このメッ
セージは、「モデルのスクリーニング」のレポートで、特定の統計量に基づき、モデルを選択します。

• 各モデルの予測式を保存できるようになりました。

主成分分析
• ［主成分の計算式として予測値を保存］というオプションが追加されました。このオプションは、指定された個数の
主成分の1次結合となっている予測式を保存します。

• 「主成分分析」プラットフォームのレポートから、「モデルに基づく多変量管理図」プラットフォームを起動できる
ようになりました。

工程のスクリーニング
• 「工程のスクリーニング」プラットフォームにおけるサブグループ列に、複数の列を指定できるようになりました。

• 起動ダイアログに、［サブグループで並べ替え］オプションが追加されました。

• 分析対象の列に「分布」列プロパティもしくは「工程能力分布」列プロパティ値が指定されており、それらに非正
規分布が指定されていた場合、「工程のスクリーニング」プラットフォームのレポートにおける要約表に、「警告」
アウトラインが出力されるようになりました。

• （サブグループ列が指定されていた場合）「詳細テーブル」がサブグループの列をもつようになりました。

構造方程式モデル
• 「構造方程式モデル」プラットフォームに、［総合効果］と［間接効果］という 2つの新しいオプションが追加され
ました。これらのオプションを選択すると、それらの効果の表が表示されます。

教育用スクリプト
• 次の4つの計算を行うスクリプトが追加されました（これらは英語表示のみで、日本語化されていません）。

– 2標本平均に対する信頼区間

– 2標本割合に対する信頼区間

– 2標本分散に対する信頼区間

– 2標本分散に対する仮説検定

これらのスクリプトは、JMPをインストールしたフォルダ配下にある Samples/Scripts/Calculators フォルダに保存
されています。

ツールバーおよびメニュー
• レポート、ジャーナル、アプリケーション、プロジェクトのツールバーに、以下の新しいボタンが追加されました。

– プロパティは、レポート、ジャーナル、アプリケーション、プロジェクトのウィンドウにディスプレイボック
スのプロパティのペインを表示します。このボタンの名前は、macOSではプロパティの表示となっています。

– ジャーナルのロックはジャーナルウィンドウで使用できるボタンで、ジャーナルのロックおよびロック解除を
行います。このボタンの名前は、macOSではロックまたはロック解除となっています。
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 一般的な機能の修正点

データベース接続
• Microsoft社のSQL Server Driverにて、多要素認証（MFA）を使用して安全にデータベースに接続できるよう
になりました。

• データベースクエリの日付時間やタイムスタンプの値に秒の小数部分が含まれていると、エラーが発生する場合が
あるという問題が修正されました。

データフィルタ
• データフィルタを作成するスクリプトにClose(1)メッセージが含まれている場合にJMPが終了してしまうという
問題が修正されました。

• データフィルタを作成するスクリプトでOrder by Countオプションを指定しても、このオプションが有効になら
ない場合があるという問題が修正されました。

データテーブル
• 空のソースからデータを読み込もうとしたときに、JMPがクラッシュする場合があるという問題が修正されました。

• データテーブルで選択されている列がある場合、JMP 16.0の「行の編集」ではそれらの列の値のみを表示するよう
になっていましたが、この動作を制御できるようになりました。環境設定の「テーブル」グループに［行の編集で
常にすべての列を表示する］という項目が追加されました。デフォルトではオンになっていますが、オフにすると、
行の編集のウィンドウには選択されている列の値のみが表示されます。

• JMP Proでのみサポートされている列プロパティ（「検出限界」や「欠測値をカテゴリとして扱う」など）は、JMP
の列プロパティのリストには表示されないようになりました。

• 「要約」のグループ列に一意の値がいくつあるかをチェックしたり、重複している行の判断をするために使用される
文字列の長さが無制限になりました。

• 「重複している行の選択」の処理がより少ないメモリで行えるようになりました。

表示
• 独自に作成したウィンドウに多数のタブがある場合、タブの切り替え時の表示が以前より速くなりました。

• 一元配置プラットフォームの比較円をクリックしたときに、選択された水準の値にハイフンが含まれていると、 X
軸のラベルのハイフン以降が表示されなくなる問題が修正されました。

ホバーラベル
• 列に URL が含まれており、その列がデータフィルタでフィルタリングの列に指定されている場合、ホバーラベル
に含まれるURLをクリックしたときに正しいページが表示されないという問題が修正されました。

読み込みと書き出し
• ExcelでMATCH関数を使用した計算式が設定されている列を読み込むと欠測値になる場合があるという問題が修
正されました。

インタラクティブ HTML

• タッチスクリーンが可能なデバイスでインタラクティブ HTML のページにタッチすると、その後ページがタッチ
に反応しなくなるという問題が修正されました。
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• 列に「パーセント」の表示形式が設定されていると、インタラクティブ HTML のレポート内でラベルが一部表示
されず、代わりに「...」が表示される場合があるという問題が修正されました。

ジャーナル
• JMP 16で JMP 15のジャーナルを正しく読み込めない場合があるという問題が修正されました。

macOS

• データテーブルやディスプレイボックスに複数行のデータを貼り付ける場合、command+V以外の方法で貼り付け
ると正しく動作しないという問題が修正されました。

• macOSのダークモードの環境で正準プロットのラベルが見えない状態になる問題が修正されました。

環境設定
• 「スクリプトエディタ」の環境設定で［スクリプトエディタウィンドウに行番号を表示する］にチェックを入れて
も、その情報が環境設定のファイルに保存されないという問題が修正されました。

サンプル
• サンプルスクリプトのDLL_DeclareFunction.jslを実行するとJMPが異常終了するという問題が修正されました。

表の作成
• 表の列名を変更し、再度元に戻してからデータテーブルに出力したときに、データテーブルに正しい列名が設定さ
れるようになりました。以前は、いったん変更した際の列名がデータテーブルに表示されていました。

Visual Basicオートメーション
• LaunchSelectEffectのエラーメッセージが改善されました。

グラフ

グラフビルダー
• 平滑線である［局所カーネル］・［Savitzky-Golay］・［移動箱ひげ図］において、［局所幅］を狭くしても曲線が
データ点に近づかないことがあるという問題が修正されました。これは局所的に曲線を求める際のデータ点の個数
に不適切な制限が設けられていたために生じていました。

三角図
• 三角図のスクリプトを保存してそれを実行した場合に、スライダを動かしてもグラフが変更されなくなるという問
題が修正されました。

統計機能

実験計画（DOE）
• 「拡張計画」において、定数の因子（X列）がある場合、JMPが異常終了する場合があるという問題が修正されました。
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• 「拡張計画」において、元のデータテーブルに 1水準しかもたない因子（X列）がある場合、それらの列の「役割」
は「定数」に変換されるようになりました。

• 「カスタム計画」において、［共変量の行が反復するのを許可する］オプションを選択しても、行が反復して抽出さ
れないことがあるという問題が改善されました。

• 「カスタム計画」において、［中心点の数］のテキストボックスに数値を入力して、［ユーザ定義］ラジオボタンを選
択すると、JMPが異常終了するという問題が修正されました。

• 「カスタム計画」において、共変量が配合因子やカテゴリカル因子である場合の動作や評価が改善されました。

• 「計画の評価」において、パーセントとして混合因子が保存されている場合、JMP が異常終了するという問題が修
正されました。

• 「測定システム分析計画」において、作成される計画のデータテーブルに、実験順序と反復の列が追加されました。

一変量の分布
• 「正規分布のあてはめ」での信頼区間が、JMP15以降で、あまり使われていないWald法に基づく方法に変更され
ていました。「正規分布のあてはめ」での平均の信頼区間も、通常の方法である t分布に基づく方法に戻されました。
「正規分布のあてはめ」での標準偏差の信頼区間も、通常の方法である2分布に基づく方法に戻されました。

• 「対話式工程能力プロット」において、スライダーにて設定値を変更したときに、グラフの更新がおかしくなる場合
があるという問題が修正されました。

二変量の関係
• 「二変量の関係」プラットフォームにおいて、高次の多項式モデルをプロットした曲線がより精確なものに改善され
ました。

関数データエクスプローラ
• 関数主成分の個数（次元数）をゼロに指定した場合、平均モデルの結果が表示されるようになりました。

K近傍法
• 応答変数がカテゴリカルな変数である場合、エントロピー R2乗の数値が間違っていたり、JMPが異常終了したり
する問題が修正されました。

モデルに基づく多変量管理図
• 分析対象の列の「管理限界」列プロパティに管理限界が保存されていた場合、管理限界を超えている点に対しては、
グラフレットとして呼び出される棒グラフ（寄与率の棒グラフ）の棒が赤色に塗られるようになりました。

モデルのスクリーニング
• 検証法としてK分割系のものを用いた場合、「分割全体の要約」表にて、［選択したモデルの実行］や［選択したモ
デルのスクリプトを保存］を選択したとき、R2乗値の重み付き平均が最大である分割が使われるようになりました。

• 「PLS 回帰」が含まれていて、かつ、検証法として［1 つ取って置き法］が選択されていた場合、JMP が異常終了
するという問題が修正されました。

ニューラル
• By変数が使われていた場合で、かつ、すでに［予測式の保存］オプションで予測式および「最尤」の式が保存され
ていた場合、同オプションにより予測式および「最尤」の式を新たに追加で保存すると、既存の列が上書きされる
という問題が修正されました。
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PLS

• By変数が使われていた場合で、かつ、すでに［予測式の保存］オプションで予測式が保存されていた場合、同オプ
ションにより予測式を新たに追加で保存すると、既存の列が上書きされるという問題が修正されました。

工程能力
• ゴールプロットにおいて、軸の設定を変更したときに、赤色・緑色・黄色で塗られている領域が更新されてないと
いう問題が修正されました。

• 「工程性能グラフ」をカスタマイズしたときに、いくつかの設定が更新されないという問題が修正されました。

工程のスクリーニング
• JMP16.1 の評価版では、サブグループ列に複数列を指定して、［サブグループで並べ替え］をチェックしなかった
場合、かつ、分析対象のデータテーブルにて外側のサブグループ変数内で内側のサブグループ列が並べ替えられて
いない場合、［選択した項目の管理図］を選択すると、新しいサブグループ列がデータテーブルに作成されていまし
た。正式版の JMP16.1では、データテーブルにサブグループ列は作成されません。

再生モデルによる分析
• 信頼水準を95%以外に指定しても、計算される信頼区間が95%のままになっているという問題が修正されました。

応答のスクリーニング
• 「結果の表」で行を選択しても、データテーブルのほうでは該当の行が選択されないという問題が修正されました。

サポートベクトルマシン
• 応答変数が連続尺度である場合、データテーブルにおいて除外されている行が、分析に含まれていた問題が修正さ
れました。

• By変数が使われていた場合で、かつ、すでに［予測式の保存］オプションで予測式が保存されていた場合、同オプ
ションにより予測式を新たに追加で保存すると、既存の列が上書きされるという問題が修正されました。

スクリプト
• Where条件で行を選択した際に、［列の比較］にチェックを入れた場合、拡張モードのログに生成されるスクリプ
トにCompare Columns()が含まれないようになりました。

• 新しいデータテーブルを作成した場合、Subscribe to Data Table List()がNew Data Table()で指定した
データテーブル名ではなく、デフォルトの「無題」という名前を戻してしまうという問題が修正されました。

• <<Get Values(Format("Locale Date"))で戻される日付が、正しい形式になっていないという問題が修正され
ました。

• macOS上でOpen()の引数にエイリアスを指定した場合、データテーブルは開きますが戻り値が正しくないという
問題が修正されました。

• 時間の形式の値の、日付と時間の間にコロン「:」を入れた場合に、日付時間値として正しく認識できるようになり
ました。
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